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児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正について 

 

 

 平素より、本市障がい児福祉行政の推進に御理解、御協力を賜り、厚くお礼申し上げま

す。 

 さて、今般、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和４

年厚生労働省令第 159号）、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省

令（令和４年厚生労働省令第 175号）が公布され、令和５年４月１日より施行されることと

なりました。 

 これに伴い、本市においても条例で定めるこれら基準について、同様の改正を行うことに

なります。 

 各事業所におかれましては、本事務連絡及び改正省令の内容について、必ず御確認をいた

だき、改正の趣旨を踏まえて適切に事業運営を行っていただくとともに、サービスを利用す

る児童の安全確保について御留意いただくよう、改めてお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 改正内容 

（１）令和４年厚生労働省令第 159号（令和４年 11 月 30 日公布、令和５年４月１日施行）関係 

① 安全計画の策定等の義務化 

対象：児童発達支援・医療型児童発達支援・放課後等デイサービス・障がい児入所施設・

児童発達支援センター 

サービスを利用する児童の安全の確保を図るため、次の項目が義務付けられました（た

だし、障がい児入所施設はア、イ、エのみ）。 

ア 事業所の設備の安全点検や、事業所外での活動等、事業所における安全に関

する事項についての計画（安全計画）安全計画を策定しなければならない 

イ 職員に対する安全計画の周知・研修・訓練を実施しなければならない 

ウ 保護者に対し、安全計画の内容等について周知しなければならない 

エ 定期的に安全計画を見直し、必要に応じて変更を行うこと 

 



 

なお、１年間の経過措置（準備期間）が設けられていますが、サービスを日々利用する

児童の安全に関わるものですので、可能な限りすみやかに実施いただくようお願いします。 

 詳細は、添付の「01_児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省

令（令和４年厚生労働省令第 159号）」第１条、第３条、第４条を参照してください。 

 

② 保育所等との併設の場合の設備・人員の共用・兼務とその要件 

対象：児童発達支援・医療型児童発達支援 

 地域におけるインクルーシブ推進の観点から、保育所や家庭的保育事業所等、幼保連

携型認定こども園に通う児童（以下「保育所等児童」と言います。）と、児童発達支援事

業所等に通う児童を交流させる場合には、児童の支援に支障がない場合に限り、事業所

の直接処遇職員は保育所等児童の保育に従事いただくことが可能です。 

詳細は、添付の「03_（参考）省令第 159号関係【厚生労働省事務連絡】保育所等にお

けるインクルーシブ保育に関する留意事項等について」を参照してください。 

 

 

（２）令和４年厚生労働省令第 175号（令和４年 12 月 28 日公布、令和５年４月１日施行）関係 

① 自動車を運行する場合の所在の確認の義務化 

対象：児童発達支援・医療型児童発達支援・放課後等デイサービス・障がい児入所施設・

児童発達支援センター 

事業所において、児童の移動に自動車を使用する場合、次の項目が義務化されました

（ただし、障がい児入所施設はアのみ）。 

ア 事業所外での活動等のため、児童の移動に自動車を運行する場合には、児童

の乗車時・降車時に、点呼等により、児童の所在を確認しなければならない 

イ 児童の送迎に使用する車両（以下「送迎車両」と言います。）に児童の見落と

しを防止する装置（以下「安全装置」と言います。）を装備し、児童の所在の確

認を行わなければならない 

 

上記イの対象となる自動車については、添付の「04_（参考）省令第 175 号関係【厚生

労働省】児童福祉施設の設備運営基準等の一部改正について（通知）」第三の２を参照し

てください。なお、安全装置の装備については、対応に困難な事情がある場合には、令和

６年３月 31 日までの間、装備しないことができますが、その場合であっても装置の装備

に代わる措置を講じていただき、児童の所在の確認を行わなければなりませんので御留意

ください。その際には、添付の「こどものバス送迎・安全徹底マニュアル」や「毎日使え

るチェックシート」、「送迎業務モデル例」を参考に、実態に応じた措置を講じていただき

ますようお願いします。 

詳細は、添付の「04_（参考）省令第 175号関係【厚生労働省】児童福祉施設の設備運

営基準等の一部改正について（通知）」を参照してください。 

 

 

 

注：安全装置について 

安全装置については、その機能や性能等について、国土交通省によりガイドラインが作成されています。ま

た、当該ガイドラインに適合するメーカー及び製品は、内閣府のホームページで公表（随時更新）されること

となっております。 

安全装置の装備にあたっては、ガイドラインに適合したものである必要がありますので御留意ください。 



 

２ その他 

・安全装置の装備等にかかる経費の補助について 

   送迎車両への安全装置の装備にかかる経費への支援を含めた補助制度として、本市では

「こどもの安心・安全支援対策事業」を実施予定です。 

   今後、国から詳細が示され次第、制度の対象となる事業所宛てすみやかに御案内をさせ

ていただく予定としております。 

 

３ 添付資料 

 【改正省令】 

 ・01_児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和４年厚生労

働省令第 159号） 

 ・02_児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和４年厚生労

働省令第 175号） 

・03_【厚生労働省事務連絡】児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正す

る省令等の正誤について 

 【通知・事務連絡等】 

・04_（参考）省令第 159 号関係【厚生労働省事務連絡】保育所等におけるインクルーシブ

保育に関する留意事項等について 

 ・05_（参考）省令第 175 号関係【厚生労働省】児童福祉施設の設備運営基準等の一部改正

について（通知） 

 ・06_（参考）「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドライン」（抜粋） 

 ・07_こどものバス送迎・安全徹底マニュアル 

 ・08_毎日使えるチェックシート 

 ・09_送迎業務モデル例 

 

４ 参考 

・送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドラインについて 

【国土交通省 HP】https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000433.html 

・送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のリストについて 

【内閣府 HP】https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/anzen/list.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

大阪市福祉局障がい者施策部 
 

〇基準省令（項番１）に関すること 

運営指導課 Tel：06-6241-6527 Fax：06-6241-6608 
 

〇制度（項番１及び２）に関すること 

障がい支援課 Tel：06-6208-8076 Fax：06-6202-6962 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000433.html
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/anzen/list.html
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室

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
号
（
保
育
室
及
び
遊
戯

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
第
一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（

合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
第
一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
号

（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二

（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

号
（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に

る
。
）
及
び
第
七
号
（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
七
条
第

限
る
。
）
及
び
第
七
号
（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
七
条

一
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
二
条
第
一
号
（
指
導
訓

第
一
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
二
条
第
一
号
（
指
導

練
室
及
び
遊
戯
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
号
（
面
積
に
係
る
部

訓
練
室
及
び
遊
戯
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
号
（
面
積
に
係
る

分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
号
、
第
六
十
八
条
第
一
号
（
病
室
に
係
る
部
分

部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
号
、
第
六
十
八
条
第
一
号
（
病
室
に
係
る
部

に
限
る
。
）
、
第
七
十
二
条
第
一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及

分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
二
条
第
一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

び
第
二
号
（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第

及
び
第
二
号
（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条

一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

三

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基

る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基

準

第
六
条
の
三
、
第
九
条
か
ら
第
九
条
の
三
ま
で
、
第
九
条
の
五
、
第

準

第
九
条
か
ら
第
九
条
の
四
ま
で
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
、
第

十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
第

十
四
条
の
二
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に

一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
六
条
第
二
号
（
調
理

限
る
。
）
、
第
二
十
六
条
第
二
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る

、
第
三
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条

部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
号
（
調
理
室
に

。
）
及
び
第
五
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一

係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
の
二
（
第
三
十

含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
の
二
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
五
条
、
第
四

場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
五
条
、
第
四
十
一
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係

十
一
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
七
十
九
条
第
二

る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
一
号
（
調
理

含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
七
条
第
一
号
（
給
食
施
設
に
係
る

第
五
十
七
条
第
一
号
（
給
食
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
二

部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る

条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
六
号
（
調
理
室
に

。
）
及
び
第
六
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
八
条
第

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
八
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
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一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
号
（

限
る
。
）
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。

調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準

）
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

（
略
）

四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
児
童
福
祉
施
設
と
非
常
災
害
）

（
児
童
福
祉
施
設
と
非
常
災
害
）

第
六
条

児
童
福
祉
施
設
（
障
害
児
入
所
施
設
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

第
六
条

児
童
福
祉
施
設
（
障
害
児
入
所
施
設
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

（
次
条
、
第
九
条
の
五
及
び
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
障
害
児
入
所
施
設

（
次
条
、
第
九
条
の
四
及
び
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
障
害
児
入
所
施
設

等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
第
九
条
の
四
及
び
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同

等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

じ
。
）
に
お
い
て
は
、
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常
口
そ
の
他
非
常

は
、
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常
口
そ
の
他
非
常
災
害
に
必
要
な
設

災
害
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
計

備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
、
こ
れ

画
を
立
て
、
こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
六
条
の
二

（
略
）

第
六
条
の
二

（
略
）

２

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
避
難
及
び
消
火
に

２

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
避
難
及
び
消
火
に

対
す
る
訓
練
に
あ
つ
て
は
毎
月
一
回
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
に
あ
つ
て

対
す
る
訓
練
に
あ
っ
て
は
毎
月
一
回
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
に
あ
っ
て

は
定
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
定
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
つ
て
、

３

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、

地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
六
条
の
三

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
児
童
遊
園
及
び
児
童
家
庭
支
援

（
新
設
）

セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
児
童
の
安
全
の

確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
の
安
全
点
検
、
職
員
、
児

童
等
に
対
す
る
施
設
外
で
の
活
動
、
取
組
等
を
含
め
た
児
童
福
祉
施
設
で
の

生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
の
研
修
及

び
訓
練
そ
の
他
児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の

計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
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該
安
全
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

児
童
福
祉
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と

も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

保
育
所
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
の
安
全
の
確
保
に
関
し

て
保
護
者
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
に
対
し
、
安
全
計
画
に
基

づ
く
取
組
の
内
容
等
に
つ
い
て
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

児
童
福
祉
施
設
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基
準

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基
準

）

）

第
八
条

児
童
福
祉
施
設
は
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き

第
八
条

児
童
福
祉
施
設
は
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き

は
、
必
要
に
応
じ
当
該
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
職
員
の
一
部
を
併
せ
て

は
、
必
要
に
応
じ
当
該
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
職
員
の
一
部
を
併
せ
て

設
置
す
る
社
会
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
職
員
に
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

設
置
す
る
社
会
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
職
員
に
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
入
所
し
て
い
る
者
の
居
室
及
び
各
施
設
に
特
有
の
設
備
並
び
に
入
所

し
て
い
る
者
の
保
護
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
入
所
し
て
い
る
者
の
居
室
及
び
各
施
設
に
特
有
の
設
備

（
新
設
）

並
び
に
入
所
し
て
い
る
者
の
保
護
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。
た
だ
し
、
保
育
所
の
設
備
及
び
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
う

保
育
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
九
条
の
四

児
童
福
祉
施
設
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て

（
新
設
）

、
利
用
者
に
対
す
る
支
援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非

常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に

従
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

児
童
福
祉
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る

と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。



- 6 -

３

児
童
福
祉
施
設
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
九
条
の
五

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お

第
九
条
の
四

障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お

い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
障
害
児
入
所
支
援
又
は
児
童
発
達
支
援
の
提
供
を

い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
障
害
児
入
所
支
援
又
は
児
童
発
達
支
援
の
提
供
を

継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を

継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を

図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。

図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当

）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２

児
童
福
祉
施
設
は
、
当
該
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒

２

児
童
福
祉
施
設
は
、
当
該
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒

が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食

が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
職
員
）

（
職
員
）

第
六
十
三
条

（
略
）

第
六
十
三
条

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育

（
新
設
）

10
事
業
所
等
（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成

二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭

的
保
育
事
業
所
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
場
所
を
除
く
。
）
を
い

う
。
第
六
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る
と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
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障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
職
員
）

（
職
員
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育

（
新
設
）

事
業
所
等
に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る

児
童
と
医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流

さ
せ
る
と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の

支
援
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ

て
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ

う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

１

（
略
）

１

（
略
）

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
育
士
の
数
の
算
定
に
つ
い

２

乳
児
四
人
以
上
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
に
係
る
改
正
後
の
第
三
十
三
条
第

て
は
、
当
分
の
間
、
当
該
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
健
師
、
看
護
師
又
は
准
看

二
項
に
規
定
す
る
保
育
士
の
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
当
該
保

護
師
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。
）
を
、
一
人
に
限

育
所
に
勤
務
す
る
保
健
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
を
、
一
人
に
限
っ
て
、

っ
て
、
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
乳
児
の
数
が
四
人
未

保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

満
で
あ
る
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
有
す
る

看
護
師
等
を
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
看
護
師
等
が
保
育
を
行
う
に
当
た
っ
て

当
該
保
育
所
の
保
育
士
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）
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（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
五
の
四
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第

と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
五
の
四
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第

二
項
及
び
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

二
項
及
び
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第

十

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第

三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て

三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て

従
う
べ
き
基
準

第
十
二
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一

従
う
べ
き
基
準

第
十
二
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一

条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

十
四
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七

十
四
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
八
条
の
二
（
第

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
八
条
の
二
（
第

六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お

六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
の
五

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
第
二
項
（
第
六
十
四
条

、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二

、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用

、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
、
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
第
二
項
（
第
六
十
四
条
、
第
七

第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

。
）
、
第
四
十
五
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十

合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十

四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六

一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

条
（
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
七
条

第
四
十
五
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び

（
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条

第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
（
第

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
二
条
（
第
六
十
四
条

六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
七
条
（
第
六

、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用

十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
二
条
（
第
六
十
四
条
、
第
七

十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場



- 12 -

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準

十
一
・
十
二

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所

（
新
設
）

等
（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六

年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育

事
業
所
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
場
所
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い

る
児
童
と
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ

せ
る
と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支

援
に
直
接
従
事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ

て
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所
等

（
新
設
）

に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と
指

定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る
と
き
は

、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に
直
接
従

事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従
事
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
四
十
条
の
二

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
安
全
の
確
保
を

（
新
設
）

図
る
た
め
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支

援
事
業
所
の
設
備
の
安
全
点
検
、
従
業
者
、
障
害
児
等
に
対
す
る
事
業
所
外

で
の
活
動
、
取
組
等
を
含
め
た
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
で
の
生
活
そ
の

他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
従
業
者
の
研
修
及
び
訓
練
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そ
の
他
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し

、
当
該
安
全
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い
て

周
知
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
安
全
の
確
保
に
関
し
て
保
護

者
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
に
対
し
、
安
全
計
画
に
基
づ
く
取

組
の
内
容
等
に
つ
い
て
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行
い

、
必
要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
十
四
条
の
六

（
略
）

第
五
十
四
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所

（
新
設
）

等
に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と

基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る

と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に

直
接
従
事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従

事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所
等

（
新
設
）

に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と
指

定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る

と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に

直
接
従
事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従

事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
準
用
）

（
準
用
）

第
七
十
一
条
の
十
四

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第

第
七
十
一
条
の
十
四

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第

二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七

二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七

条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま

条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま

で
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
八
条
の
二
、
第
四
十
条
の
二
、
第
四
十
一
条
か

で
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
八
条
の
二
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま

ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
、
第
五
十

で
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第

一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
及
び
第
六
十
三
条
の
二

五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
及
び
第
六
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定

の
規
定
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の

い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条

は
「
第
七
十
一
条
の
十
三
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六

の
十
三
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六
号
及
び
第
五
十
一

号
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
」

条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
」
と
、
第
二
十
二
条

と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
二

第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
二
」
と
、
第
二
十
五

」
と
、
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
二

七
十
一
条
の
十
二
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
及
び

第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
及
び
第
五
十
四
条
第
二

第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
居

項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
訪
問
型
児
童
発

宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

達
支
援
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
七
十
九
条

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五

第
七
十
九
条

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五

条
、
第
二
十
六
条
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
か
ら

条
、
第
二
十
六
条
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
か
ら

第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第

第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第

三
十
八
条
、
第
三
十
八
条
の
二
、
第
四
十
条
の
二
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十

三
十
八
条
、
第
三
十
八
条
の
二
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十

三
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
、

五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一

第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
、
第
六
十
三
条

項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
、
第
六
十
三
条
の
二
及
び
第
七
十

の
二
及
び
第
七
十
一
条
の
十
一
か
ら
第
七
十
一
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
は
、

一
条
の
十
一
か
ら
第
七
十
一
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
育
所
等
訪

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

問
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第

て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に

一
項
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
一
条
の
十
三
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三

第
七
十
一
条
の
十
三
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六
号
及

十
七
条
第
六
号
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は

び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
」
と
、

「
い
う
。
」
と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
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九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
一
条
の
十
二
」
と
、
第
二
十
五
条
第
二
項

用
す
る
第
七
十
一
条
の
十
二
」
と
、
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条

中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
一
条
の

る
第
七
十
一
条
の
十
二
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七

十
二
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
中
「
児
童
発
達

条
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」

支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
、
第
四
十
三
条

と
、
第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療

第
一
項
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の

機
関
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項

は
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
児
童

第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計

発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
読
み
替
え

画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。
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（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
十
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
十
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規

定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号

三

法
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う

べ
き
基
準

第
六
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

べ
き
基
準

第
六
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
七
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

）
、
第
七
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

二
十
五
条
第
五
項
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

二
十
五
条
第
五
項
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

、
第
三
十
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

、
第
三
十
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

三
十
五
条
の
二
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

三
十
五
条
の
二
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
三
十
七
条
の
二
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

、
第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用

。
）
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
九
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
九
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

（
略
）

四

（
略
）

（
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
三
十
七
条
の
二

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
安
全
の
確

（
新
設
）

保
を
図
る
た
め
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
備
の
安
全
点
検

、
従
業
者
、
障
害
児
等
に
対
す
る
施
設
外
で
の
活
動
、
取
組
等
を
含
め
た
指

定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
で
の
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全

に
関
す
る
指
導
、
従
業
者
の
研
修
及
び
訓
練
そ
の
他
指
定
福
祉
型
障
害
児
入

所
施
設
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
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お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
安
全
計
画
に
従
い
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い

て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に

（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号

一

法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
条
（
当
該
家
庭
的
保

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
条
た
だ
し
書
（
保
育

育
事
業
者
等
の
職
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十

に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二

九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
四
条
、
第

十
九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
四
条
、

四
十
七
条
及
び
附
則
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

第
四
十
七
条
及
び
附
則
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号

二

法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ

き
基
準

第
六
条
、
第
七
条
の
二
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第

き
基
準

第
六
条
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十

十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
第
四
号
（
調
理
設
備
に

六
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
第
四
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
（
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
、
第

る
。
）
、
第
二
十
五
条
（
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
六
条
、
第

三
十
六
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準

四
十
一
条
、
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
一
号
（
調
理

含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
一
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部

設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い

分
に
限
る
。
）
（
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に

合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
第

限
る
。
）
（
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

三
十
二
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

含
む
。
）
、
第
三
十
三
条
第
一
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

三
十
三
条
第
一
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
号
（

及
び
第
四
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
、
第

調
理
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
七
条
、
第

三
十
七
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に

四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

限
る
。
）
及
び
第
五
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
五

第
五
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
五
条
並
び
に
附
則

条
並
び
に
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

（
略
）

三

（
略
）



- 21 -

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
七
条
の
二

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
利
用
乳
幼
児
の
安
全
の
確
保
を
図

（
新
設
）

る
た
め
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
ご
と
に
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の

設
備
の
安
全
点
検
、
職
員
、
利
用
乳
幼
児
等
に
対
す
る
事
業
所
外
で
の
活
動

、
取
組
等
を
含
め
た
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
で
の
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活

に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
の
研
修
及
び
訓
練
そ
の
他
家
庭
的
保

育
事
業
所
等
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
安
全
計
画
に
従

い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
職
員
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い
て
周
知
す

る
と
と
も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
利
用
乳
幼
児
の
安
全
の
確
保
に
関
し
て
保
護

者
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
に
対
し
、
安
全
計
画
に
基
づ
く
取

組
の
内
容
等
に
つ
い
て
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基

準
）

準
）

第
十
条

家
庭
的
保
育
事
業
所
等
は
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
を
併
せ
て
設
置

第
十
条

家
庭
的
保
育
事
業
所
等
は
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
を
併
せ
て
設
置

す
る
と
き
は
、
そ
の
行
う
保
育
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
必
要
に
応
じ

す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
設
備
及
び
職
員

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
設
備
及
び
職
員
の
一
部
を
併
せ
て
設
置
す
る

の
一
部
を
併
せ
て
設
置
す
る
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
及
び
職
員
に
兼

他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
及
び
職
員
に
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
保
育
室
及
び
各
事
業
所
に
特
有
の
設
備
並

び
に
利
用
乳
幼
児
の
保
育
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）
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２

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
に
お
い
て
感
染
症
又

２

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
に
お
い
て
感
染
症
又

は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
職
員
に
対
し
、
感
染

は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）
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（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条
の
十
三

養
育
者
は
、
委
託
児
童
又
は
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定

第
一
条
の
十
三

養
育
者
は
、
委
託
児
童
又
は
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
引
き
続
き
委
託
を
継
続
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
一
条
の

に
よ
り
引
き
続
き
委
託
を
継
続
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

二
十
の
二
及
び
第
一
条
の
二
十
の
三
に
お
い
て
「
委
託
児
童
等
」
と
い
う
。

委
託
児
童
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
法
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

）
に
対
し
法
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
懲
戒
に
関
し
そ
の
委
託
児

懲
戒
に
関
し
そ
の
委
託
児
童
等
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
と
き

童
等
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
と
き
は
、
身
体
的
苦
痛
を
与
え

は
、
身
体
的
苦
痛
を
与
え
、
人
格
を
辱
め
る
等
そ
の
権
限
を
濫
用
し
て
は
な

、
人
格
を
辱
め
る
等
そ
の
権
限
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

第
一
条
の
二
十
の
二

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
委
託
児
童
等
の

（
新
設
）

安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
ご

と
に
、
当
該
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
の
設
備
の
安
全
点

検
、
養
育
者
等
、
委
託
児
童
等
に
対
す
る
住
居
外
で
の
活
動
、
取
組
等
を
含

め
た
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
で
の
生
活
そ
の
他
の
日
常

生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
養
育
者
等
の
研
修
及
び
訓
練
そ
の
他

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を

策
定
し
、
当
該
安
全
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

②

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
養
育
者
等
に
対
し
、
安
全
計
画
に

つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る

。
第
一
条
の
二
十
の
三

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
小
規
模
住
居
型

（
新
設
）

児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
ご
と
に
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お

い
て
、
委
託
児
童
等
に
対
す
る
養
育
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
、
及
び
非
常
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時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従

い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
養
育
者
等
に
対
し
、
業
務
継
続
計

画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
十
五
の
二

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
入
居
者
の
安
全

（
新
設
）

の
確
保
を
図
る
た
め
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
児
童
自

立
生
活
援
助
事
業
所
の
設
備
の
安
全
点
検
、
職
員
、
入
居
者
に
対
す
る
児
童

自
立
生
活
援
助
事
業
所
で
の
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関

す
る
指
導
、
職
員
の
研
修
及
び
訓
練
そ
の
他
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
に

お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
安
全
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
職
員
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い
て
周

知
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行
い

、
必
要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
十
六
の
二

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
児
童
自
立
生
活

（
新
設
）

援
助
事
業
所
ご
と
に
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
居
者

に
対
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及

び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計

画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
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て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

第
三
十
六
条
の
十
七

（
略
）

第
三
十
六
条
の
十
七

（
略
）

②

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
に
お
い
て

②

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
に
お
い
て

感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
職
員
に
対

感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置

し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び

を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
六
条
の
二

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
利
用
者
の
安
全
の
確
保
を

（
新
設
）

図
る
た
め
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
所
の
設
備
の
安
全
点
検
、
職
員
、
利
用
者
等
に
対
す
る
事
業
所

外
で
の
活
動
、
取
組
等
を
含
め
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
で
の
生
活

そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
の
研
修
及
び
訓

練
そ
の
他
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策

定
し
、
当
該
安
全
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
職
員
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い
て

周
知
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
利
用
者
の
安
全
の
確
保
に
関
し
て
保

護
者
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
に
対
し
、
安
全
計
画
に
基
づ
く

取
組
の
内
容
等
に
つ
い
て
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
十
二
条
の
二

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

（
新
設
）

事
業
所
ご
と
に
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対

す
る
支
援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で

早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
業
務
継

続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ

い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
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よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
に
お

２

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
に
お

い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
職
員

い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な

に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）
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（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
三
条
の
二
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
三
条
の
二
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第
四

ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第
四

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
三
条

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
三
条

の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
三
十
六
条
、
第
百
六

の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
三
十
六
条
、
第
百
六

十
二
条
、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、

十
二
条
、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、

第
百
八
十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百

第
百
八
十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百

六
条
の
十
二
、
第
二
百
六
条
の
二
十
、
第
二
百
十
三
条
、
第
二
百
十
三
条
の

六
条
の
十
二
、
第
二
百
六
条
の
二
十
、
第
二
百
十
三
条
、
第
二
百
十
三
条
の

十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
並
び
に
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い

十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
並
び
に
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障

害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
五
条
に

害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
五
条
に

お
い
て
「
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十

お
い
て
「
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十

二
条
の
二
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三

二
条
の
二
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三

十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定

十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定

障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
二
条
の
二
、
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
二
条
の
二
、
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

二
十
五
条
の
二
（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
条
、
第
五
十
五
条
、

二
十
五
条
の
二
（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
条
、
第
五
十
五
条
、

第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、
第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用

第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、
第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
四
条
の
二

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
四
条
の
二

、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第
十
三
条
の
二
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三

、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第
十
三
条
の
二
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三

十
五
条
の
二
、
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
三
十
八
条
の
二
（
新
指
定
通
所
支

十
五
条
の
二
、
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
三
十
八
条
の
二
（
新
指
定
通
所
支

援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一

援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一

条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第

条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第

七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
設
備
運
営
基
準
第
九
条

七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る

の
五
、
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
五
条
の
二
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準

改
正
後
の
設
備
運
営
基
準
（
以
下
「
新
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
第
九
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第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談
支

条
の
四
、
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
五
条
の
二
（
新
指
定
入
所
施
設
基

援
基
準
第
二
十
八
条
の
二
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に
お

準
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十
条

支
援
基
準
第
二
十
八
条
の
二
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に

の
二
並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
条
の
二
の
規
定
の
適
用

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
ず

条
の
二
並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
条
の
二
の
規
定
の
適

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実
施

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実

る
」
と
す
る
。

施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努

め
る
」
と
す
る
。

（
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
係
る
経
過
措
置
）

（
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
四
条
第
三
項
（
新
指
定
障
害
福
祉

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
四
条
第
三
項
（
新
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第

四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
三
十
六
条
、
第
二
百
六
条
の
十
二
並

四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
三
十
六
条
、
第
二
百
六
条
の
十
二
並

び
に
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十

び
に
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十

一
条
第
二
項
及
び
第
九
十
条
第
二
項
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

一
条
第
二
項
及
び
第
九
十
条
第
二
項
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

九
十
三
条
の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
六
十
二
条

九
十
三
条
の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
六
十
二
条

、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、
第
百
八

、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、
第
百
八

十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
十
三
条

十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
十
三
条

、
第
二
百
十
三
条
の
十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
及
び
第
二
百
二
十
三

、
第
二
百
十
三
条
の
十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
及
び
第
二
百
二
十
三

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
身
体
障
害
者
社
会
参

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
身
体
障
害
者
社
会
参

加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
三
条
第
二
項
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施

加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
三
条
第
二
項
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施

設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
、

場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
、

新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項

新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項

（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
五
条
、
第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、

（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
五
条
、
第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、

第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新

第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
五
条
第
二
項
、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
五
条
第
二
項
、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第

十
四
条
第
二
項
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三
十
七
条
第
二
項
、
新
指

十
四
条
第
二
項
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三
十
七
条
第
二
項
、
新
指

定
通
所
支
援
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四

定
通
所
支
援
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四
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条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条

条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条

の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い

の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
運

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
設
備
運
営
基
準
第
十
条
第
三
項
、
新
指

営
基
準
（
以
下
「
新
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
、
新
指

定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
八
条
第
二
項
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
五
十
七

定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
八
条
第
二
項
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
五
十
七

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第

三
十
条
第
三
項
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用

三
十
条
第
三
項
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項

並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
「
講

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
「
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
安
全
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
六
条
の
三
（
保
育
所
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
四
十
条
の
二
、
第
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
七

条
の
二
及
び
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
六
条
の
二

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、

「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
周
知
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
周
知

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。
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○
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
三
項
、
第
二
十
四
条
の
十
二
第
三
項
、

第
三
十
四
条
の
八
の
二
第
二
項
、
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
施
設

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
。
附
則
に
お
い
て
「
設

備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
）

第
六
条
の
四

児
童
福
祉
施
設
は
、
児
童
の
施
設
外
で
の
活
動
、
取
組
等
の
た

（
新
設
）

め
の
移
動
そ
の
他
の
児
童
の
移
動
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
す
る
と
き
は
、

点
呼
そ
の
他
の
児
童
の
所
在
を
確
実
に

児
童
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
児
童
の
所
在
を
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

保
育
所
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
の
送
迎
を
目
的
と
し

２

（
運
転
者
席
及
び
こ
れ
と
並
列
の
座
席
並
び
に
こ
れ
ら
よ
り
一

た
自
動
車

つ
後
方
に
備
え
ら
れ
た
前
向
き
の
座
席
以
外
の
座
席
を
有
し
な
い
も
の
そ
の

他
利
用
の
態
様
を
勘
案
し
て
こ
れ
と
同
程
度
に
児
童
の
見
落
と
し
の
お
そ
れ

を
日
常
的
に
運
行
す
る
と
き

が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

は
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
児
童
の
見
落
と
し
を
防
止

す
る
装
置
を
備
え
、
こ
れ
を
用
い
て
前
項
に
定
め
る
所
在
の
確
認
（
児
童

の
降
車
の
際
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
五
号
。
附
則
に
お
い
て
「
指
定
通
所
支
援
基
準
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
）

第
四
十
条
の
三

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
事
業
所
外
で
の

（
新
設
）

活
動
、
取
組
等
の
た
め
の
移
動
そ
の
他
の
障
害
児
の
移
動
の
た
め
に
自
動
車

点
呼
そ
の
他

を
運
行
す
る
と
き
は
、
障
害
児
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、

の
障
害
児
の
所
在
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
障

害
児
の
所
在
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

障
害
児
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動

２

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、

（
運
転
者
席
及
び
こ
れ
と
並
列
の
座
席
並
び
に
こ
れ
ら
よ
り
一
つ
後
方
に

車備
え
ら
れ
た
前
向
き
の
座
席
以
外
の
座
席
を
有
し
な
い
も
の
そ
の
他
利
用
の

態
様
を
勘
案
し
て
こ
れ
と
同
程
度
に
障
害
児
の
見
落
と
し
の
お
そ
れ
が
少
な

を
日
常
的
に
運
行
す
る
と
き
は
、
当

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
障
害
児
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る

装
置
を
備
え
、
こ
れ
を
用
い
て
前
項
に
定
め
る
所
在
の
確
認
（
障
害
児
の

降
車
の
際
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
六
号
。
附
則
に
お
い
て
「
指
定
入
所
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
）

第
三
十
七
条
の
三

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
施
設
外
で

（
新
設
）

の
活
動
、
取
組
等
の
た
め
の
移
動
そ
の
他
の
障
害
児
の
移
動
の
た
め
に
自
動

点
呼
そ
の

車
を
運
行
す
る
と
き
は
、
障
害
児
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、

他
の
障
害
児
の
所
在
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、

障
害
児
の
所
在
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
。
附
則
に
お

い
て
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
基
準
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 8 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
）

第
七
条
の
三

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
利
用
乳
幼
児
の
事
業
所
外
で
の
活

（
新
設
）

動
、
取
組
等
の
た
め
の
移
動
そ
の
他
の
利
用
乳
幼
児
の
移
動
の
た
め
に
自
動

点
呼

車
を
運
行
す
る
と
き
は
、
利
用
乳
幼
児
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、

そ
の
他
の

の
所
在
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

利
用
乳
幼
児

利
用
乳
幼
児

。

に
よ
り
、

の
所
在
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
所
を
除
く
。
）
は
、
利

用
乳
幼
児

（
運
転
者
席
及
び
こ
れ
と
並
列

の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車

の
座
席
並
び
に
こ
れ
ら
よ
り
一
つ
後
方
に
備
え
ら
れ
た
前
向
き
の
座
席
以
外

の
座
席
を
有
し
な
い
も
の
そ
の
他
利
用
の
態
様
を
勘
案
し
て
こ
れ
と
同
程
度

に
利
用
乳
幼
児
の
見
落
と
し
の
お
そ
れ
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除

を
日
常
的
に
運
行
す
る
と
き
は
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
そ
の
他

く
。
）

の
車
内
の

の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
を
備
え
、
こ
れ
を

利
用
乳
幼
児

用
い
て
前
項
に
定
め
る
所
在
の
確
認
（

の
降
車
の
際
に
限
る

利
用
乳
幼
児

。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
）

第
六
条
の
三

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
、
利
用
者
の
事
業
所
外
で
の

（
新
設
）

活
動
、
取
組
等
の
た
め
の
移
動
そ
の
他
の
利
用
者
の
移
動
の
た
め
に
自
動
車

点
呼
そ
の
他

を
運
行
す
る
と
き
は
、
利
用
者
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、

の
利
用
者
の
所
在
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
利

。

用
者
の
所
在
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
附
則
第
五
条
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
表
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
運
営
基
準
第
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
児
童
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
自
動
車
に
同
項
に
規
定
す
る
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
児
童
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

ブ
ザ
ー
等
」
と
い
う
。
）
を
備
え
る
こ
と
及
び
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
令
和
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
等
を
備
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
の
送
迎
を
目

的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
保
育
所
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
に
代
わ
る
措
置
を

講
じ
て
児
童
の
所
在
の
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

第
二
条
の
表
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
四
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
に
お
い
て
障
害
児
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
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該
自
動
車
に
同
項
に
規
定
す
る
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
障
害
児
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
ブ
ザ
ー
等
」
と
い
う
。
）
を
備
え
る
こ
と
及
び
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
令
和
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
等
を
備
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
障
害
児
の
送
迎

を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
に
代
わ
る
措
置
を
講
じ

て
障
害
児
の
所
在
の
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

第
四
条
の
表
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
基
準
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
お
い
て
利
用
乳
幼
児
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
自
動
車
に
同
項
に
規
定
す
る
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
利
用
乳
幼
児
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
ブ
ザ
ー
等
」
と
い
う
。
）
を
備
え
る
こ
と
及
び
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
令
和
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
等
を
備
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
利
用
乳
幼

児
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
に
代
わ
る
措
置
を

講
じ
て
利
用
乳
幼
児
の
所
在
の
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）
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第
五
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
改
正
前
欄
の
設
備
運
営
基
準
第
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
七
十
二
条
第
一
号
」
を
「
、
第
七
十
二
条
第

一
号
」
に
、
「
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
改
正
後
欄
の

設
備
運
営
基
準
第
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
七
十
二
条
第
一
号
」
を
「
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
号
」
に
改
め
、
「
並

び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
一
項
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
条
の
三
」
の
下
に
「
、
第
六
条
の
四
」
を
加
え
、
同
欄

の
設
備
運
営
基
準
第
六
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
」

に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
改
正
後
欄
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
一
条
第
十
号
中
「
第
四
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条

の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
、
第
七
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
第
四
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七

十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
四
十
条
の
三
第
一
項
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
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の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
条
の

三
第
二
項
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
及
び
第
七
十
一
条

の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
欄
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
七
十
一
条
の
十
四
中
「
第
四
十
条

の
二
」
の
下
に
「
、
第
四
十
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
、
同
欄
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
七
十
九
条
中
「
第
四
十
条
の
二
」

の
下
に
「
、
第
四
十
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
表
改
正
後
欄
の
指
定
入
所
施
設
基
準
第
一
条
第
三
号
中
「
第
三
十
七
条
の
二
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
三
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
表
改
正
後
欄
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
基
準
第
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の

三
」
を
加
え
る
。



事 務 連 絡

令和５年２月 27 日

都道府県

各 指定都市 障害保健福祉主管部（局） 御中

中 核 市

厚生労働省社会・援護局

障害保健福祉部障害福祉課

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令等の正誤に

ついて

平素より、障害保健福祉行政の推進に格段の御高配を賜り厚く御礼を申し上

げます。

昨年公布された以下の省令において、官報の誤りがございました。

今後、官報正誤が行われる予定ですが、原稿誤りの内容は別紙のとおりですの

で、特段のご配慮をお願い申し上げます。

【官報に誤りのあった省令】

・令和４年 11 月 30 日公布「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一

部を改正する省令（令和４年厚生労働省令第 159 号）」

・令和４年 12 月 16 日公布「民法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う

厚生労働省関係省令の整備に関する省令（令和４年厚生労働省令第 167 号）」

・令和４年 12 月 28 日公布「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一

部を改正する省令（令和４年厚生労働省令第 175 号）」



児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
正
誤
に
つ
い
て

目

次

◎

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
九
号
）
（
抄
）

○

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
）
（
抄
）

１

○

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
（
抄
）

３

○

附
則
（
抄
）

６

◎

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
（
抄
）

○

附
則
（
抄
）

７
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◎
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
九
号
）
（
抄
）

○
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号

）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所

（
新
設
）

等
（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六

年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育

事
業
所
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
場
所
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い

る
児
童
と
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
通
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ

せ
る
と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支

援
に
直
接
従
事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ

て
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所
等

（
新
設
）

に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と
指

定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
通
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る
と
き
は

、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に
直
接
従

事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従
事
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

OSEAE
テキスト ボックス
（原稿誤り）「入所」を「通所」と訂正する。

OSEAE
矢印

OSEAE
矢印
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（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
十
四
条
の
六

（
略
）

第
五
十
四
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所

（
新
設
）

等
に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と

基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
通
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る

と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に

直
接
従
事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従

事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
所
等

（
新
設
）

に
入
所
し
、
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童
と
指

定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
通
所
し
て
い
る
障
害
児
を
交
流
さ
せ
る

と
き
は
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
障
害
児
の
支
援
に

直
接
従
事
す
る
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
児
童
へ
の
保
育
に
併
せ
て
従

事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

OSEAE
テキスト ボックス
（原稿誤り）「入所」を「通所」と訂正する。

OSEAE
矢印

OSEAE
矢印

OSEAE
テキスト ボックス
※当該表を改正している「民法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（令和４年厚生労働省令第167号）」第七条関係においても、同様の手当を行う。
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○
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
三
条
の
二
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
三
条
の
二
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第
四

ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第
四

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
三
条

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
三
条

の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
三
十
六
条
、
第
百
六

の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
三
十
六
条
、
第
百
六

十
二
条
、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、

十
二
条
、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、

第
百
八
十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百

第
百
八
十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百

六
条
の
十
二
、
第
二
百
六
条
の
二
十
、
第
二
百
十
三
条
、
第
二
百
十
三
条
の

六
条
の
十
二
、
第
二
百
六
条
の
二
十
、
第
二
百
十
三
条
、
第
二
百
十
三
条
の

十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
並
び
に
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い

十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
並
び
に
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障

害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
五
条
に

害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
五
条
に

お
い
て
「
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十

お
い
て
「
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十

二
条
の
二
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三

二
条
の
二
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三

十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定

十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定

障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
二
条
の
二
、
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
二
条
の
二
、
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

二
十
五
条
の
二
（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
条
、
第
五
十
五
条
、

二
十
五
条
の
二
（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
条
、
第
五
十
五
条
、

第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、
第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用

第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、
第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
四
条
の
二

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
四
条
の
二

、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第
十
三
条
の
二
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三

、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第
十
三
条
の
二
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三

十
五
条
の
二
、
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
三
十
八
条
の
二
（
新
指
定
通
所
支

十
五
条
の
二
、
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
三
十
八
条
の
二
（
新
指
定
通
所
支

援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一

援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
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条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第

条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第

七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
設
備
運
営
基
準
第
九
条

七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る

の
五
、
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
五
条
の
二
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準

改
正
後
の
設
備
運
営
基
準
（
以
下
「
新
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
第
九

第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談
支

条
の
四
、
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
五
条
の
二
（
新
指
定
入
所
施
設
基

援
基
準
第
二
十
八
条
の
二
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に
お

準
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十
条

支
援
基
準
第
二
十
八
条
の
二
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に

の
二
並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
条
の
二
の
規
定
の
適
用

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
ず

条
の
二
並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
条
の
二
の
規
定
の
適

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実
施

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実

る
」
と
す
る
。

施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努

め
る
」
と
す
る
。

（
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
係
る
経
過
措
置
）

（
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
四
条
第
三
項
（
新
指
定
障
害
福
祉

新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
四
条
第
三
項
（
新
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
四
、
第

四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
三
十
六
条
、
第
二
百
六
条
の
十
二
並

四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
三
十
六
条
、
第
二
百
六
条
の
十
二
並

び
に
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十

び
に
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十

一
条
第
二
項
及
び
第
九
十
条
第
二
項
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

一
条
第
二
項
及
び
第
九
十
条
第
二
項
（
新
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

九
十
三
条
の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
六
十
二
条

九
十
三
条
の
五
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
五
条
の
四
、
第
百
六
十
二
条

、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、
第
百
八

、
第
百
六
十
二
条
の
四
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
一
条
の
四
、
第
百
八

十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
十
三
条

十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
十
三
条

、
第
二
百
十
三
条
の
十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
及
び
第
二
百
二
十
三

、
第
二
百
十
三
条
の
十
一
、
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
及
び
第
二
百
二
十
三

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
身
体
障
害
者
社
会
参

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
身
体
障
害
者
社
会
参

加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
三
条
第
二
項
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施

加
支
援
施
設
基
準
第
二
十
三
条
第
二
項
（
新
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施

設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

設
基
準
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
、

場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
障
害
者
支
援
施
設
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
、

新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項

新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項

（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
五
条
、
第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、

（
新
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
十
五
条
、
第
六
十
一
条
、
第
七
十
条
、

第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新

第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
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地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
五
条
第
二
項
、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
基
準
第
十
五
条
第
二
項
、
新
福
祉
ホ
ー
ム
基
準
第

十
四
条
第
二
項
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三
十
七
条
第
二
項
、
新
指

十
四
条
第
二
項
、
新
障
害
者
支
援
施
設
等
基
準
第
三
十
七
条
第
二
項
、
新
指

定
通
所
支
援
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四

定
通
所
支
援
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四

条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条

条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条

の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い

の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
運

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
設
備
運
営
基
準
第
十
条
第
三
項
、
新
指

営
基
準
（
以
下
「
新
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
、
新
指

定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
八
条
第
二
項
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
五
十
七

定
入
所
施
設
基
準
第
三
十
八
条
第
二
項
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
五
十
七

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第

三
十
条
第
三
項
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用

三
十
条
第
三
項
（
新
指
定
地
域
相
談
支
援
基
準
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
新
指
定
計
画
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項

並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

並
び
に
新
指
定
障
害
児
相
談
支
援
基
準
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
「
講

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
「
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。
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附

則

（
安
全
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
六
条
の
三
（
保
育
所
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
新
指
定
通
所
支
援
基

準
」
と
い
う
。
）
第
四
十
条
の
二
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七

十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
（
以
下
「
新
指
定
入
所
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
（
新
指
定
入
所
施
設
基
準
第
五
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
第
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
ず
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
周
知
し
な
け

れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
周
知
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

OSEAE
テキスト ボックス
（原稿誤り）準用する場合を含む旨、赤字部分を追記する。

OSEAE
矢印

OSEAE
矢印

OSEAE
矢印

OSEAE
矢印
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◎
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号

）
（
抄
）附

則

第
三
条

第
二
条
の
表
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
通
所
支
援
基
準
（
以
下
「
新
指
定
通
所
支
援
基
準
」
と
い
う
。
）
第
四

十
条
の
三
第
二
項
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七

十
一
条
の
二
及
び
第
七
十
一
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
児
童
発
達

支
援
事
業
者
に
お
い
て
障
害
児
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
自
動
車
に
同

項
に
規
定
す
る
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
障
害
児
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ブ
ザ
ー
等
」

と
い
う
。
）
を
備
え
る
こ
と
及
び
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
等
を
備
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
障
害
児
の
送
迎
を
目
的
と
し
た

自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
に
代
わ
る
措
置
を
講
じ
て
障
害
児
の
所

在
の
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

OSEAE
テキスト ボックス
（原稿誤り）準用する場合を含む旨、赤字部分を追記する。

OSEAE
矢印

OSEAE
矢印
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（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
改
正
前
欄
の
設
備
運
営
基
準
第
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
七
十
二
条
第
一
号
」
を
「
、
第
七
十
二
条
第

一
号
」
に
、
「
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
改
正
後
欄
の

設
備
運
営
基
準
第
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
七
十
二
条
第
一
号
」
を
「
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
号
」
に
改
め
、
「
並

び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
一
項
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
条
の
三
」
の
下
に
「
、
第
六
条
の
四
」
を
加
え
、
同
欄

の
設
備
運
営
基
準
第
六
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
」

に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
改
正
後
欄
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
一
条
第
十
号
中
「
第
四
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条

の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
、
第
七
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
第
四
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七

OSEAE
テキスト ボックス
（原稿誤り）「百七十五」を「百五十九」と訂正する。

OSEAE
矢印
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十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
四
十
条
の
三
第
一
項
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条

の
二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
条
の

三
第
二
項
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
及
び
第
七
十
一
条

の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
欄
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
七
十
一
条
の
十
四
中
「
第
四
十
条

の
二
」
の
下
に
「
、
第
四
十
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
、
同
欄
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
七
十
九
条
中
「
第
四
十
条
の
二
」

の
下
に
「
、
第
四
十
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
表
改
正
後
欄
の
指
定
入
所
施
設
基
準
第
一
条
第
三
号
中
「
第
三
十
七
条
の
二
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
三
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
表
改
正
後
欄
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
基
準
第
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の

三
」
を
加
え
る
。



ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
（
号
外
第
二
百
五
十
五
号
）
公
布
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十

九
号
（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

九

表
中
改
正
後
欄

中
終
り
か
ら
一

三

〃

〃
終
り
か
ら
七

入
所

通
所

一
〇

〃

一
四

〃

〃

二
一

（
原
稿
誤
り
）

一
六
ペ
ー
ジ
終
り
か
ら
四
行
目
「
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
四
十
条
の
二
」
は
「
改
正
後
の
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（

以
下
「
新
指
定
通
所
支
援
基
準
」
と
い
う
。
）
第
四
十
条
の
二
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準

第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四
条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の

二
、
第
七
十
一
条
の
六
、
第
七
十
一
条
の
十
四
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
」
の
誤
り
。

（
原
稿
誤
り
）

一
六
ペ
ー
ジ
終
り
か
ら
三
行
目
「
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所

施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
七
条
の
二
」
は
「
改
正
後
の
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
以
下
「
新
指
定
入
所
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
（
新
指
定
入
所
施
設

基
準
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
誤
り
。



ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
（
号
外
第
二
百
六
十
九
号
）
公
布
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十

七
号
（
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令

の
整
備
に
関
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

四
三

表
中
改
正
後
欄

中
終
り
か
ら
一

三

〃

〃
終
り
か
ら
七

入
所

通
所

四
四

〃

一
四

〃

〃

二
一

（
原
稿
誤
り
）

四
六
ペ
ー
ジ
終
り
か
ら
三
行
目
の
次
に
次
を
加
え
る
。

第
八
条
を
削
る
。



ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
（
号
外
第
二
百
七
十
九
号
）
公
布
厚
生
労
働
省
令
第
百
七

十
五
号
（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

五
三

上

表
中
改
正
後
欄

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

中
終
り
か
ら
五

所

者

五
四

上

九

令
和
四
年
厚
生
労
働
省

令
和
四
年
厚
生
労
働
省

令
第
百
七
十
五
号

令
第
百
五
十
九
号

（
原
稿
誤
り
）

五
三
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
七
行
目
「
改
正
後
の
指
定
通
所
支
援
基
準
第
四
十
条
の
三

第
二
項
」
は
「
改
正
後
の
指
定
通
所
支
援
基
準
（
以
下
「
新
指
定
通
所
支
援
基
準
」
と
い

う
。
）
第
四
十
条
の
三
第
二
項
（
新
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
四

条
の
九
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
一
条
の
二
及
び
第
七
十
一
条
の
六
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
誤
り
。
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事 務 連 絡 
令和４年 12月 26日 

 
 
 
 

 
厚生労働省子ども家庭局保育課 
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

 
 

保育所等におけるインクルーシブ保育に関する留意事項等について 
 
 
令和４年 11月 30日、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正

する省令（令和４年厚生労働省令第 159 号。以下「改正省令」という。）が公布さ

れ、令和５年４月１日より施行されます。 

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和 23年厚生省令第 63号）第８条

及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準（平成 26 年厚生労働省令第 61

号）第 10 条の規定により、児童福祉施設及び家庭的保育事業所等（以下「保育所

等」という。）が他の社会福祉施設を併設している場合であっても、入所している者

の居室、各施設に特有の設備、入所している者の保護に直接従事する職員（以下「特

有の設備・専従の人員」という。）については併設する施設の設備・職員を兼ねるこ

とができないこととされております。 

この規定に基づき、例えば、保育所等に児童発達支援事業所が併設されている場

合において、保育所等を利用する児童と児童発達支援事業所を利用する障害児をと

もに、「特有の設備」である当該保育所等の保育室において保育することは、仮に両

児童を保育するのに必要な保育士や面積が確保されている場合であっても、認めら

れないこととなっております。 

今般、こうした点について、地域における保育所・保育士等の在り方に関する検

討会（令和３年 12 月取りまとめ）における議論も踏まえ、保育所等の設備や職員

を活用した、社会福祉サービスを必要とする児童等の社会参加への支援が進むよう、

改正省令第一条及び第五条の規定により、上記規定に例外規定を設け、必要な保育

士や面積を確保することを前提に、利用児童の保育に支障が生じない場合に限り、

保育所等について他の社会福祉施設との併設を行う際に、特有の設備・専従の人員

についても共用・兼務できることとしました。 

同様に、児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関す

る基準（平成 24年厚生労働省令第 15号）第５条等において、児童発達支援事業所

等（児童発達支援事業所、児童発達支援センター及び医療型児童発達支援センター

をいう。以下同じ。）において障害児の発達支援に従事する職員について、専従規定

各都道府県・市町村保育主管課 

各都道府県・指定都市・中核市障害児支援担当課  
御中 
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が設けられているため、保育所等に児童発達支援事業所等が併設されている場合に、

当該職員が保育所等を利用する児童に支援を行うことができないことから、同条等

について、改正省令第三条の規定により、障害児の支援に支障がない場合に限り、

保育所等を利用する児童への支援も行うことができることとしました。 

つきましては、具体的な留意事項等について以下のとおり整理していますので、

各都道府県・市区町村の保育担当部局におかれては貴管内の保育所等に対して、各

都道府県・指定都市・中核市障害児支援担当課におかれては貴管内の児童発達支援

事業所等に対して、当該内容を十分御了知の上、遺漏なく周知していただくようお

願いします。 

 

記 

 

１．実施に当たっての具体的な留意事項等 

①児童発達支援事業所等との併設・交流について 

（１） 保育所等と児童発達支援事業所等が併設されている場合において、各施設

に特有の設備・専従の人員の共用・兼務を行う際は、以下の要件を満たす必要

がある。 

・ 保育所部分、児童発達支援事業所等部分のそれぞれにおいて、各事業の対象

となる児童の年齢及び人数に応じて各事業の運営に必要となる職員が配置さ

れていること（例：保育所の満 3歳児 40人が、併設する児童発達支援事業所の

障害児 20人と交流する場合、保育士の人員の基準については、それぞれ、保育

所として満３歳児 40 人の基準である保育士２人以上、児童発達支援事業所と

して障害児 20人の基準である保育士４人以上を満たしている必要がある。） 

・ 交流を行う設備（保育室等）については、各事業の対象となる児童の年齢及

び人数に応じて各事業において必要となる面積を合計した面積が確保されて

いること（例：交流を行う保育室の面積について、それぞれの面積基準に基づ

き、保育所として 30㎡必要、児童発達支援事業所として 20㎡必要な場合、保

育室の面積は 50㎡以上必要となる。） 

 

（２） また、改正省令により、例えば、保育所と児童発達支援事業所等が、一日

の活動の中で、設定遊び等において、こどもが一緒に過ごす時間を持ち、それ

ぞれの人員基準以上の保育士等が混合して支援を行う等、一体的な支援が可能

となるが、その交流の際、「障害児の支援に支障がない場合」として留意すべき

点は以下の通りである。 

・ 児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基

準第 27条第１項に規定される「児童発達支援計画」において、保育所等との交

流における具体的なねらい及び支援内容等を明記し、障害児又はその保護者に

対して説明を行い、同意を得ること 

・ 障害児一人一人の児童発達支援計画を考慮し、一日の活動の中で発達支援の
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時間が十分に確保されるように留意すること 

・ 通所する障害児やその保護者に対して、交流のねらいや障害児が共に過ごし、

互いに学び合うことの重要性を丁寧に説明すること 

・ 障害児の発達状態及び発達の過程・特性等を理解し、一人一人の障害児の障

害種別、障害の特性及び発達の状況に応じた適切な支援及び環境構成を行うこ

と 

・ 交流を行うにあたり、複数のグループに分かれて交流することや、一部の障

害児のみが交流を行うことも想定されるが、その際には障害児の障害特性や情

緒面への配慮、安全性が十分に確保される体制を整えるよう留意すること 

・ 交流を行う際の活動等については、障害児の障害特性や発達の段階等の共通

理解が図られた上で設定されることが望ましいことから、交流する保育所等の

保育士等も交えながら検討していくこと 

・ 支援を行う際には、「児童発達支援ガイドライン」の内容を参照し、また、「保

育所保育指針」（平成 29年厚生労働省告示第 117号）等の内容についても理解

することが重要であること 

 

 

②児童発達支援事業所等以外の社会福祉施設との併設・交流について 

○ 保育所等のサービスの対象である乳幼児を対象として通所での預かりを行う、

一時預かり事業、病児保育事業及び地域子育て支援拠点事業を行う施設と保育所

等が併設されている場合において、各施設に特有の設備・専従の人員の共用・兼

務を行う際、①（１）で示した要件に準じた要件を満たす場合には、「その行う保

育に支障がない場合」として取り扱って差し支え無い。 

 

 

○ なお、上記①、②を踏まえ、保育所等とその併設先となる児童発達支援事業所

等及び上記の児童発達支援事業所等以外の社会福祉施設（以下「社会福祉施設等」

という。）において、共用・兼務が可能となる各施設に特有の設備・専従の人員及

びその際の留意事項は別紙の参考①、②のとおりであるので留意すること。 

 

 

２．その他 

①運営費の公定価格上の算定方法について 

例えば、保育所において、児童発達支援事業所等の障害児と交流する場合におけ

る保育所への公定価格上の算定方法としては、あくまで交流しているものと整理し、

保育所に対しては元々の利用児童数分のみを算定すること。 

 

②施設整備等に係る財産処分との関係について 

保育所等と社会福祉施設等の併設・交流に当たり、補助金等の交付を受けて整備
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された保育所等について、本来の事業の目的として使用せずに他の用途に使用する

場合は、施設等の転用として財産処分の手続が必要となるが、本来の事業目的に支

障を及ぼさない範囲で他の用途に使用する場合には一時使用に該当する場合には

手続が不要となるため、「多様な社会参加への支援に向けた地域資源の活用につい

て」（令和３年３月 31日付け通知）１（４）で示した取扱いも踏まえ適切な手続を

行うこと。 

 

③多様な社会参加の支援に向けた保育所等の活用等について 

今回の改正省令と関連する取組として、「多様な社会参加への支援に向けた地域

資源の活用について」（令和３年３月 31日付け通知）において、空きスペースを活

用し、本来の業務に支障の無い範囲であれば積極的な事業の実施が可能である旨お

示ししているところであり、当該通知に沿って、引き続き、保育所等の地域資源を

活用し、こども食堂の実施等、多様な社会参加への支援に向けた取組を進めていた

だきたい。 

また、保育所等の多機能化や他の機関との連携に関しては、②でお示しした社会

福祉施設等以外にも、放課後児童クラブ、利用者支援事業等の施設等との併設・交

流も考えられるが、その際に共用・兼務が可能となる設備・人員の考え方について

は、「地域の実情に合った総合的な福祉サービスの提供に向けたガイドライン（改

訂版）」（令和４年６月）において既にお示ししているところであり、当該ガイドラ

インに沿って取組を進めていただきたい。 

 

以上 

○本件についての問合せ先 

＜保育所等に関すること＞ 

厚生労働省子ども家庭局保育課 

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 4852， 4853） 

E-mail：hoikuka@mhlw.go.jp 

 

＜児童発達支援事業所等に関すること＞ 

厚生労働省厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

障害福祉課障害児・発達障害者支援室 障害児支援係 

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 3037, 3102） 

 

  

mailto:hoikuka@mhlw.go.jp
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【参考①：保育所等の人員及び設備基準】 

○ 改正省令により、保育所等と社会福祉施設等（児童発達支援事業所等（児童発
達支援事業所、児童発達支援センター及び医療型児童発達支援センターをいう。）
並びに１②に掲げる一時預かり事業、病児保育事業及び地域子育て支援拠点事業
を行う施設をいう。以下同じ。）が併設されている場合において、社会福祉施設等
の児童への支援にも用い又は支援も行うことが可能となる保育所等に特有の設
備・専従の人員は下線部。 

○ なお、下線部以外の各施設に特有の設備・専従の人員以外の設備・人員につい
ては、「地域の実情に合った総合的な福祉サービスの提供に向けたガイドライン
（改訂版）」（令和４年６月）において、共用・兼務が可能であることを既に示し
ている。 

 人員 設備 
保育所 ・ 保育士 

・ 嘱託医 
・ 調理員 

・ 乳児室・ほふく室 

・ 屋外遊技場 

・ 保育室・遊戯室 

・ 医務室 

・ 調理室 

・ 便所 

・ 軽便消火器等の消化器具、非常口その他非常

災害に必要な設備 
小規模保育事業 
（A・B型） 

・ 保育士 
・ 嘱託医 
・ 調理員 

・ 乳児室・ほふく室 

・ 屋外遊技場 

・ 保育室・遊戯室 

・ 調理設備 

・ 便所 

・ 軽便消火器等の消化器具、非常口その他非常

災害に必要な設備 
小規模保育事業 
（C型） 

・ 家庭的保育者 
・ 嘱託医 
・ 調理員 

・ 乳児室・ほふく室 

・ 屋外遊技場、 

・ 保育室・遊戯室 

・ 調理設備 

・ 便所 

・ 軽便消火器等の消化器具、非常口その他非常

災害に必要な設備 
家庭的保育事業 ・ 家庭的保育者 

・ 嘱託医 
・ 調理員 

・ 乳幼児の保育を行う専用の部屋 

・ 屋外における遊戯等に適した広さの庭 

・ 調理設備 

・ 便所 

・ 軽便消火器等の消化器具、非常口その他非常

災害に必要な設備 
事業所内保育事業 ※定員 20名以上：保育所の基準と同様 

※定員 19名以下：小規模保育事業（A・B型）と同様 

別 紙 
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【参考②：社会福祉施設等の人員及び設備基準】 

○ 改正省令により、社会福祉施設等において、保育所等との併設・交流に当たり、

保育所等の児童への支援にも用い又は支援も行うことが可能となる各施設に特

有の設備・専従の人員は下線部。 

○ なお、下線部以外の各施設に特有の設備・専従の人員以外の設備・人員につい

ては、「地域の実情に合った総合的な福祉サービスの提供に向けたガイドライン

（改訂版）」（令和４年６月）において、共用・兼務が可能であることを既に示し

ている。 
 人員 設備 留意事項 
児童発達支援 【児童発達支援セン

ター（福祉型）】 
・ 嘱託医 
・ 児童指導員又は

保育士 
・ 機能訓練担当職

員 
・ 看護職員 
・ 栄養士 
・ 調理員 
・ 児童発達支援管

理責任者 

【児童発達支援セン
ター（福祉型）】 
・ 指導訓練室 
・ 遊戯室 
・ 屋外遊技場、医務

室、相談室 
・ 調理室 
・ 静養室 
・ 聴力検査室 
・ 指定児童発達支

援の提供に必要
な設備及び備品 

・ 消化設備その他
非常災害に際し
て必要な設備 

・ 記１①に記載の具体的
な留意事項等を踏まえ
ること。 

 【児童発達支援事業
所】 
・ 児童指導員又は

保育士 
・ 機能訓練担当職

員 
・ 看護職員 
・ 児童発達支援管

理責任者 

【児童発達支援事業
所】 
・ 指導訓練室 
・ 指定児童発達支

援の提供に必要
な設備及び備品 

・ 訓練に必要な機
械器具等 

・ 消化設備その他
非常災害に際し
て必要な設備 

医療型児童発達支援 【児童発達支援セン
ター（医療型）】 
・ 保育士 
・ 児童指導員 
・ 理学療法士又は

作業療法士 
・ 機能訓練担当職

員 
・ 看護職員 
・ 児童発達支援管

理責任者 

【児童発達支援セン
ター（医療型）】 
・ 指導訓練室 
・ 屋外訓練場 
・ 相談室 
・ 調理室 
・ 浴室及び便所に

は手すり等身体
の機能の不自由
を助ける設備 

・ 消化設備その他
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非常災害に際し
て必要な設備 

・ 医療法に規定す
る診療所に必要
とされる設備 

一時預かり事業 【一般型】 
・ 保育従事者（保育

所に準じ、子ども
の人数に応じた
数） 

 
【地域密着 II型】 
・ 乳幼児を処遇す

る者 

【一般型】 
・ 必要な設備（保育

所に準じ、子ども
の人数に応じた
設備（医務室、調
理室及び屋外遊
戯場を除く）） 

※食事の提供を行う
場合は、調理のため
の加熱、保存等の調
理機能を有する設
備 

 
【地域密着 II型】 
・ 実施場所で兼務

が可能な人員 

・ 保育従事者について、
一体的に行う保育所の
職員による支援を受け
ることができ、当該職
員が保育士である場合
に兼務可能。 

病児保育事業 【病児対応型】 
・ 病児の看護を担

当する看護師等 
・ 保育士 
 
【病後児対応型】 
・ 病後児の看護を

担当する看護師
等 

・ 保育士 
 
【体調不良児対応型】 
・ 看護師等 

 

 

地域子育て支援拠点
事業 

【一般型】 
・ 子育て親子の支

援に関して意欲
があり、子育てに
関する知識・経験
を有する者（専任
である２名を除
く。） 

 
【経過措置（小規模型

指定施設）】 
・ 育児、保育に関す

る相談指導等に
ついて相当の知
識・経験を有する
者（専任である１

・ 適当な設備 
・ 授乳コーナー、流

し台、ベビーベッ
ド等 
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名を除く。） 
 
【連携型】 
・ 子育て親子の支

援に関して意欲
があり、子育てに
関する知識・経験
を有する者（専任
である１名を除
く。） 

 



 

子 発 1 2 2 8 第 １ 号 

障 発 1 2 2 8 第 ４ 号 

令和４年１２月２８日 

 

各 都 道 府 県 知 事 

各 指 定 都 市 ・ 中 核 市 市 長 

 

厚 生 労 働 省 子 ど も 家 庭 局 長 

（ 公 印 省 略 ） 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令について（通知） 

 

この度、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和４

年厚生労働省令第 175 号。以下「改正省令」という。）が公布され、令和５年４月１日

より施行されます。本改正の趣旨及び内容は下記のとおりですので、内容を十分御了知

の上、貴管内の施設に対して遅滞なく周知をお願いするとともに、各都道府県知事にお

かれましては、管内市区町村に対して周知し、その運用に遺漏のないよう配意願います。 

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 245条の４第１項の規定に

基づく技術的助言であることを申し添えます。 

 

記 

 

第一 改正の趣旨 

令和４年９月に静岡県牧之原市の幼保連携型認定こども園において、送迎用バスに園

児が置き去りにされ、亡くなる事案が起きたことを受け、こども政策担当大臣を議長と

する関係府省会議が開催され、幼児等の所在確認と安全装置の装備の義務付けを含む

「こどものバス送迎・安全徹底プラン」が 10月に取りまとめられた。 

これを受け、都道府県が条例で児童福祉施設、家庭的保育事業所等及び障害児通所支

援事業所の運営に関する基準を定めるに際し、従わなければならない国の基準（児童福

殿 



祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和 23 年厚生省令第 63 号）、児童福祉法に基づ

く指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準（平成 24 年厚生労働省令

第 15号）、児童福祉法に基づく指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営に関する基

準（平成 24年厚生労働省令第 16号）及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準（平成 26 年厚生労働省令第 61 号））にバス送迎に当たっての安全管理の徹底に係る

規定を加える改正を行うものである。 

また、上記の施設又は事業所以外のものであって、児童等を入所等させる施設及び事

業所のうち、厚生労働省令において運営等に関する基準が定められている放課後児童健

全育成事業所についても、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（平成

26年厚生労働省令第 63号）において、バス送迎に当たっての安全管理の徹底に係る規

定を加える改正を行うものである。 

 

第二 改正の内容 

１ 本則 

 改正省令により、以下２点を義務付ける。 

① 園児等の通園や園外活動等のために自動車を運行する場合、園児等の自動車へ

の乗降車の際に、点呼等の方法により園児の所在を確認すること。 

② 通園用の自動車を運行する場合は、当該自動車にブザーその他の車内の園児等

の見落としを防止する装置を装備し、当該装置を用いて、降車時の①の所在確認

をすること。 

上記①、②の義務付けの対象となる施設等は以下のとおりである。 

義務付け 

事項① 

児童福祉施設（助産施設、児童遊園及び児童家庭支援センターを除

く。）、指定障害児入所施設、地域型保育事業所、指定障害児通所支

援事業所及び放課後児童健全育成事業所 

義務付け 

事項② 

保育所、地域型保育事業所（居宅訪問型保育事業所を除く。）、指定

児童発達支援事業所（児童発達支援センターを含む。）及び放課後等

デイサービス事業所 

 

２ 附則 

(１) 施行期日 

  令和５年４月１日とする。 

(２) 経過措置 



１②の規定については経過措置を設け、ブザーその他の車内の園児の見落とし

を防止する装置を備えることが困難である場合は、令和６年３月 31 日までの間、

車内の園児の所在の見落としを防止するための代替的な措置を講ずることとして

差し支えないこととする。 

 

第三 留意事項 

１ 所在確認 

第二１①の所在確認は、送迎用バスの運行に限らず、園外活動ほか園児等の移動

のために自動車を運行するすべての場合が対象となる。 

 

２ 安全装置に係る義務付けの対象となる自動車 

通園を目的とした自動車のうち、座席（※）が２列以下の自動車を除く全ての自

動車が原則として安全装置に係る義務付けの対象となる。 

なお、座席が２列以下の自動車と同様に義務付けから除外される「その他利用の

態様を勘案してこれと同程度に園児の見落としのおそれが少ないと認められるも

の」については、例えば、座席が３列以上あるものの、園児が確実に３列目以降を

使用できないように園児が確実に通過できない鍵付きの柵を車体に固着させて２

列目までと３列目以降を隔絶することなどが考えられるが、安全装置が義務付けら

れる経緯・趣旨に鑑み、その判断は十分慎重に行うこと。 

（※）「座席」には、車椅子を使用する園児が当該車椅子に乗ったまま乗車するためのスペー

スを含む。 

 

３ 装備すべき安全装置 

「ブザーその他の車内の園児の見落としを防止する装置」は、国土交通省が 12月

20日に策定・公表した「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドラ

イン」に適合するものであることが求められること。なお、本ガイドラインに適合

する装置については、今後、内閣府において、国土交通省と連携し、一覧化したリ

ストを作成・公表する予定であり、当該リストを参考に選定することが可能である

こと。 

 

 

 



４ 実効性の確保 

改正省令の対象となる各施設の設置者が、本義務付けに違反した場合は、児童福

祉法第 45条等の規定に抵触し、改善勧告等の対象になり得るものであり、改善が見

られない場合は、同法第 46条等の規定による事業停止命令及び同法第 61条の４等

の罰則の対象になりうること。 

 

５ 施行期日 

本改正に伴い、各都道府県等においては条例の改正を要するため、施行期日を令

和５年４月１日としているが、所在確認は、法令上の直接的な規定の有無にかかわ

らず、徹底すべきであり、置き去りが生じないよう徹底されたいこと。 

 

６ 経過措置 

装備すべき安全装置の導入が困難な場合も考えられるため、令和６年３月 31 日

までの間、代替的な措置を講ずることとしているが、本義務付けの新設の趣旨に鑑

み、可能な限り令和５年６月末までに導入するよう努めていただきたい。 

なお、経過措置期間内において安全装置の装備がなされるまでの間についても、

バス送迎における安全管理を徹底するとともに、例えば、運転席に確認を促すチェ

ックシートを備え付けるとともに、車体後方に園児の所在確認を行ったことを記録

する書面を備えるなど、園児が降車した後に運転手等が車内の確認を怠ることがな

いようにするための所要の代替措置を講ずること。 

 

以上 

  



 【問い合わせ先】 

＜保育所、地域型保育事業所に関すること＞ 

厚生労働省子ども家庭局保育課 

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 4852， 4853） 

E-mail：hoikuka@mhlw.go.jp 

 

＜児童養護施設等に関すること＞ 

厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課 

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 4867, 4868） 

E-mail：kateihukushi@mhlw.go.jp 

 

＜放課後等児童健全育成事業所に関すること＞ 

厚生労働省子ども家庭局子育て支援課健全育成係 

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 4966, 4845） 

E-mail： clubsenmon@mhlw.go.jp 

 

＜児童発達支援事業所等に関すること＞ 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

障害児・発達障害者支援室 障害児支援係 

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 3037, 3102） 

E-mail：shougaijishien@mhlw.go.jp 

mailto:clubsenmon@mhlw.go.jp
mailto:shougaijishien@mhlw.go.jp


送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドラインの対象となる装置

• 送迎用バスへのこどもの置き去り事故の防止に役立つ安全装置として、最低限の要件を定めた。
• 降車時確認式、自動検知式の２種類の装置を対象とした。

降車時確認式の装置

自動検知式の装置

エンジン停止後、運転者等に
車内の確認を促す車内向けの警報

車内を確認し、運転者等が車両後部の
装置を操作すると警報が停止

確認が一定時間行われない場合、
更に、車外向けに警報

エンジン停止から一定時間後に
センサーによる車内の検知を開始

置き去りにされたこどもを検知すると、
車外向けに警報 8



ガイドラインにおいて規定された主な要件

①運転者等が車内の確認を怠った場合には、
速やかに車内への警報を行うとともに、
15分以内に車外への警報を発すること

④装置が故障・電源喪失した場合には、
運転者等に対してアラーム等で故障を
通知すること※

③十分な耐久性を有すること
例）−30～65℃への耐温性、耐震性、
防水・防塵性等

②こども等がいたずらできない位置に警報
を停止する装置を設置すること

※自動検知式においては15分以内にセンサーの作動を開始

※電源プラグを容易に外せない装置に限り、回路を二重系にして故障の
確率を低くした場合には、当該故障の通知要件を緩和する。

9



運転席

助⼿席

運転席

助⼿席

運転席

助⼿席

２列⽬
シート

１列⽬ ２列⽬ （３列⽬以降）

２列⽬
シート

３列⽬
シート

②対象外

①対象

２列⽬
シート

３列⽬
シート

③場合に
よる

※年間通じて使⽤できない

⼈が座るシート等

⼈が座らないシート

２列シート⾞

園児が確実に３列⽬以降の座席を
使⽤できないように園児が確実に
通過できない鍵付きの柵を⾞体に
固着させて２列⽬までと３列⽬以
降を隔絶するなどしており、現実
的には⾒落としの恐れがないと考
えられる場合は、「対象外」。

安全装置の装備の義務づけの例外となる⾃動⾞のイメージ①

※対象外とするかどうかは、本イ
メージを機械的に当てはめるので
はなく、個々の⾃動⾞の利⽤の態
様に応じ、安全装置の装備が義務
づけられる経緯・趣旨に鑑み、そ
の判断は⼗分慎重に⾏うこと。 4



運転席

助⼿席

２列⽬
シート

１列⽬ ２列⽬ （３列⽬以降）

④対象
⾞椅⼦

⼈が座るシート等

運転席

助⼿席

⑤場合に
よる

⾞椅⼦⾞椅⼦

⾞椅⼦

⾞椅⼦

⾞椅⼦

安全装置の装備の義務づけの例外となる⾃動⾞のイメージ②

全員が後部から乗降するなど、乗
降の際の死⾓がない運⽤となり、
現実的には⾒落としの恐れがない
と考えられる場合は、「対象
外」。

＜福祉⾞両＞
⼈が座らないシート

※対象外とするかどうかは、本イメージを機械的に当てはめるのではなく、個々の⾃動⾞の利⽤の態
様に応じ、安全装置の装備が義務づけられる経緯・趣旨に鑑み、その判断は⼗分慎重に⾏うこと。
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こどものバス送迎・安全徹底マニュアル 

 

※ 本マニュアルは、保育所、幼稚園、認定

こども園及び特別支援学校におけるバス送

迎に当たり、こどもの安全・確実な登園・

降園のための安全管理の徹底に関するマニ

ュアルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和４年１０月１２日 
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＜目  次＞ 

 

 

１． 毎日使えるチェックシート    ・・・・・・・・・・・・3 

 

２． 園の体制の確認       ・・・・・・・・・・・・・4 

 

３． 送迎業務モデル例       ・・・・・・・・・・・・・5 

 

４． ヒヤリ・ハットの共有     ・・・・・・・・・・・・・7 

 

５． こどもたちへの支援          ・・・・・・・・・・・・・7 

 

６． 送迎用バスの装備等       ・・・・・・・・・・・・・8 

 

 

＊ 毎日使えるチェックシート（印刷用）は最終ページです。 

 

 

 

本マニュアルは、園（注）の現場で送迎にかかわるすべての⼈を対象に作成しています。 
・既にある園のマニュアルに追加して使⽤する、マニュアルを⾒直す際に参考にするなど、各園での

取組の補助資料としてご活⽤ください。 
・「１．毎⽇使えるチェックシート」は、⽇々の送迎時におけるこどもの⾒落とし防⽌にすぐに活⽤い

ただけるシートです。チェックシートを運転⼿席に備え付けておくなどして、ご活⽤ください。 
・「２．園の体制の確認」「３．送迎業務モデル例」は、⽇々の園の取組について、⽴ち⽌まって確認

いただきたいことについてまとめました。これらを参考に、園⻑⾃ら定期的に園での取組状況を確
認するとともに、園⻑のリーダーシップの下、研修や職員会議等の機会に送迎業務モデル例を⽤い
て園の取組の振り返りや認識合わせをするなど、各園の実情に応じてご活⽤ください。 

・その他、「４．ヒヤリ・ハットの共有」「５．こどもたちへの⽀援」「６．送迎⽤バスの装備等」は、
留意いただきたい点をまとめています。園⻑や主任職員、担任職員、運転⼿等の皆様に是⾮ご⼀読
いただき、⽇々の保育・教育等に活かしていただくようお願いします。 

 
（注）「園」には、保育所及び特別⽀援学校も含む。以下、本マニュアルにおいて同じ。 
 

施設長・園長のみなさんへのお願い（本マニュアルの使い方） 
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１．毎日使えるチェックシート 
 

〇バス送迎をどなたが担当しても、確実に見落としを防ぐことが重要です。 

〇最終ページのシートを印刷して運転手席に備え付けておくなどして、見

落としがないかの確認を毎日確実に行いましょう。 

    

※活用例 
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２．園の体制の確認 

バス送迎におけるこどもの安全の確保のためには、 

〇 全職員・関係者が共通認識をもって取り組むこと 

〇 園長の責任の下で、こどもの安全・確実な登園・降園のため

の安全管理を徹底する体制を作ること 

が重要です。 

※   園長自ら体制を定期的に確認しましょう。特に年度初めや

職員の異動がある場合には必ず確認するようにしましょう。 

 

（安全管理の体制づくり） 

□ 送迎時の具体的な手順と役割分担を定めたマニュアル等を作成

している。 

□ 出欠確認を行う時間、記録や共有方法等のルールを定めている。 

□ 運転手の他に職員が同乗する体制を作っている。 

□ 定期的に研修等を実施している。 

□ マニュアル等について全職員に周知・徹底している。 

□ マニュアル等を送迎用バス内、又は全職員が分かる場所に設置し

ている。 

 ※通常送迎用バスを運転・同乗する職員とは別の職員等が対応する場合に備え、

運転・同乗する職員以外の職員も研修の参加対象とすることか必要です。 

  □ ヒヤリ・ハットを共有する体制を作っている。 

  □ 送迎用バスの運行を外部業者に委託している場合は、園で運行す

る場合と同様の安全管理体制を敷いているか確認している。 

    

（保護者との連絡体制の確保） 

□ 保護者に、欠席等の理由により送迎用バスを利用しない場合の園

への連絡の時間や方法等のルールを伝えている。 

□ 園の送迎用バスのマニュアルを保護者と共有している。 

 ※園の取組を保護者に伝え、日頃から理解・協力を得ることが大切です。 

  

（園長の責務） 

□ 園長は現場の責任者として、高い意識を持って、こどもの命を守

るための安全管理に取り組んでいる。 

□ 園長は、職員相互の協力体制を築き、職員とともに安全管理に取

り組んでいる。 
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３．送迎業務モデル例 
※バス送迎業務のモデル例をまとめました。各園の業務の組立ての参考にしてください。 

①登園時 

事前準備 

 □ 運転手は、車両の点検（ライト、ランプの動作確認等）をしている。 

□ 園長・主任職員等は、運転手の健康状態を確認している。 

□ 出席管理責任者は、当日の出欠を確認し、乗車名簿に反映している。 

□ 出席管理責任者は、乗車名簿を運転手、同乗職員、園長、主任職員、

担任（担当）職員と共有している。 

□  同乗職員は、緊急連絡用の携帯電話等が車内に準備されているか、

乗車前に確認している。 

乗車時（こどもが所定の場所で順次乗車） 

□ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、乗車を確認し、記録

している。 

□ 同乗職員は、バス停に乗車すべきこどもがいない場合や乗車しない

はずのこどもがいる場合などは、速やかに出席管理責任者に連絡し

ている。 

⇒□ 連絡を受けた出席管理責任者は、保護者に速やかに連絡して確

認している。 

□ 運転手は、乗車したこどもの着席を確認してから発車している。 

降車時（園に到着後、こどもが一斉に降車） 

 □ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、降車を確認し、記録

している。 

□ 運転手は、見落としがないか、車内の先頭から最後尾まで歩き、座

席下や物かげなども含め一列ずつ車内全体を見回り、確認している。 

⇒□ その日の確認業務を補助する職員も同様に確認している。 

□ 運転手は、バスの置き去り防止を支援する安全装置が動作している

ことを確認している。 

 

 

 

 

※ 「出席管理責任者」や「その日の確認業務を補助する職員」は、各
園の実情に応じて主任職員等と兼務することも考えられます。 
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降車後（こどもが全員降車後） 

 □ 担任（担当）職員は、乗車名簿とその日の出欠状況を照合し、出席

管理責任者に報告している。 

⇒□ 情報に齟齬がある場合、出席管理責任者は、速やかに出欠につ

いて確認を行うとともに、園長等に報告している。 

□ 車内清掃・点検等を行う者は、見落としがないか最終確認している。 

 

  

②降園時 

事前準備～乗車時（こどもが一斉に乗車） 

 □ 出席管理責任者は、当日の出欠を反映させた乗車名簿を運転手、同

乗職員、園長、主任職員、担任（担当）職員と共有している。 
 

□ 同乗職員は、緊急連絡用の携帯電話等が車内に準備されているか、

乗車前に確認している。 

□ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、乗車を確認し、記録

している。 

降車時（こどもが所定の場所で順次降車） 

 □ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、降りる場所でこども

を保護者に引き渡したことを確認し、記録している。 

□ 運転手は、降車したこどもの安全を確認してから発車している。 

降車後（こどもが全員降車後） 

 □ 運転手は、見落としがないか、車内の先頭から最後尾まで歩き、座

席下や物かげなども含め一列ずつ車内全体を見回り、確認している。 

⇒□ その日の確認業務を補助する職員も同様に確認している。 

□ 運転手は、バスの置き去り防止を支援する安全装置が動作している

ことを確認している。 

□ 車内清掃・点検等を行う者は、見落としがないか最終確認している。 

※  送迎用バス内におけるこどもの席を指定しておくことは、所在
確認をしやすくし、見落としを防止する効果が期待されます。 
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４．ヒヤリ・ハットの共有 

※ 以下のポイントも、こどもの安全を守る上で重要です。 

  園長のリーダーシップの下、園の実情に応じて毎日の安全管理の取組に盛り込むこ

とが重要です。 

□  ヒヤリ・ハット事例に気付いた職員は、すぐに園長に報告するこ

ととしている。 

□  ヒヤリ・ハット事例について職員間で共有する機会を設けるとと

もに、日頃から報告しやすい雰囲気づくりを行っている。 

□  報告のあったヒヤリ・ハット事例を踏まえ、再発防止策を講じて

いる。 
  

※ 安全は日々の積み重ねで築かれます。職員の入れ替わり、こどもの入れ替わり

等がありますので日々学び続けることが重要です。ヒヤリ・ハットから学び続け

る姿勢が園の安全管理に関する機運を高めます。 

※ 日々のミーティングや、定例の職員会議等でヒヤリ・ハットを取り上げる時間

を設け、また、報告者に感謝を示す等して報告を推奨することが大切です。こう

した取組によって、安全管理を大切にすることが職員の共通認識となります。 

 

５．こどもたちへの支援 

○ 大人が万全の対応をすることでこどもを絶対に見落とさないことが

重要ですが、万が一車内に取り残された場合の危険性をこどもたちに伝

えるとともに、緊急時には外部に助けを求めるための行動がとれるよう、

こどもの発達に応じた支援を行うことも考えられます。 

○ その際、こどもたちが園生活を通じてのびのびと育つことを第一に考

え、送迎用バスに乗ることに不安を与えないよう十分留意する必要があ

ります。 

 

〔支援の例〕 

・ 周囲に誰もいなくなってしまった場合を想定してクラクションを鳴ら

す訓練を実施 

・ 乗降口付近に、こどもの力でも簡単に押せ、エンジンを切った状態の時

だけクラクションと連動して鳴らすことができるボタンを設置 



8 
 

６．送迎用バスの装備等 

 

 (置き去り防止を支援する安全装置について) 

〇 園の送迎用バスについて、置き去り防止を支援する安全装置の装備を

義務化します。 

〇 バスの置き去り防止を支援する安全装置については、現在、様々な企

業が開発に取り組んでいるところですが、安全装置として必要とされる

仕様に関するガイドラインを国として令和４年中に定めることとして

います。 

〇 園での購入・設置に当たっては、ガイドラインに適合している製品か

どうかに留意してください。 

※ ガイドラインに適合している製品について、ウェブサイトに掲載する

等の対応を予定しています。 

〇 安全装置の装備後は、定期的に、動作していることを確認することが

必要です。日々の送迎時において動作を確認するほか、園の安全計画等

に定期的な点検について記載し、対応してください。 

 

 

 

 (ラッピング・バス等について) 

〇 紫外線等を防止しこどもの健康や安全を守る等の観点から、送迎用バ

スにラッピングやスモークガラス等を使用する場合は、こどもの状況や

保護者の意見なども踏まえて各園において適切な対応を決めていくこ

とが重要です。 

〇 その際、外から車内の様子がほとんど見えないほどのラッピングやス

モークガラス等を使用することは、車内のこどもの存在が、外から全く

気付いてもらえなくなってしまい、置き去りによる事故発生のリスクを

高めることにつながりますので、避けるべきと考えられます。 
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※本ページをコピーしてご利用ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月  日（  ）： 登 園 ／ 降 園 

 □ 同乗職員は、 

バスに乗る こどもの数を数えた。 

 □ 同乗職員は、 

バスから降りた こどもの数を数え、 
全員が降りたことを確認した。 

 □ 同乗職員は、 

連絡のない こどもの欠席について、 
出席管理責任者に確認した。  

 □ 運転手は、バスを離れる前に、 

車内に こどもが残っていないことを、 
椅子の下まで見落としがないか見て、 
確認した。 

  

上記報告を受けた：  

運 転 手：   

同乗職員：   



送迎業務モデル例 
※バス送迎業務のモデル例をまとめました。各園の業務の組立ての参考にしてください。 

①登園時 

事前準備 

 □ 運転手は、車両の点検（ライト、ランプの動作確認等）をしている。 

□ 園長・主任職員等は、運転手の健康状態を確認している。 

□ 出席管理責任者は、当日の出欠を確認し、乗車名簿に反映している。 

□ 出席管理責任者は、乗車名簿を運転手、同乗職員、園長、主任職員、

担任（担当）職員と共有している。 

□  同乗職員は、緊急連絡用の携帯電話等が車内に準備されているか、

乗車前に確認している。 

乗車時（こどもが所定の場所で順次乗車） 

 

 

 

 

□ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、乗車を確認し、記録

している。 

□ 同乗職員は、バス停に乗車すべきこどもがいない場合や乗車しない

はずのこどもがいる場合などは、速やかに出席管理責任者に連絡し

ている。 

⇒□ 連絡を受けた出席管理責任者は、保護者に速やかに連絡して確

認している。 

□ 運転手は、乗車したこどもの着席を確認してから発車している。 

降車時（園に到着後、こどもが一斉に降車） 

 □ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、降車を確認し、記録

している。 

□ 運転手は、見落としがないか、車内の先頭から最後尾まで歩き、座

席下や物かげなども含め一列ずつ車内全体を見回り、確認している。 

⇒□ その日の確認業務を補助する職員も同様に確認している。 

□ 運転手は、バスの置き去り防止を支援する安全装置が動作している

ことを確認している。 

 

 

 

 

※ 「出席管理責任者」や「その日の確認業務を補助する職員」は、各
園の実情に応じて主任職員等と兼務することも考えられます。 



降車後（こどもが全員降車後） 

 □ 担任（担当）職員は、乗車名簿とその日の出欠状況を照合し、出席

管理責任者に報告している。 

⇒□ 情報に齟齬がある場合、出席管理責任者は、速やかに出欠につ

いて確認を行うとともに、園長等に報告している。 

□ 車内清掃・点検等を行う者は、見落としがないか最終確認している。 

 

  

②降園時 

事前準備～乗車時（こどもが一斉に乗車） 

 □ 出席管理責任者は、当日の出欠を反映させた乗車名簿を運転手、同

乗職員、園長、主任職員、担任（担当）職員と共有している。 
 

□ 同乗職員は、緊急連絡用の携帯電話等が車内に準備されているか、

乗車前に確認している。 

□ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、乗車を確認し、記録

している。 

降車時（こどもが所定の場所で順次降車） 

 □ 同乗職員は、こどもの顔を目視し、点呼等し、降りる場所でこども

を保護者に引き渡したことを確認し、記録している。 

□ 運転手は、降車したこどもの安全を確認してから発車している。 

降車後（こどもが全員降車後） 

 □ 運転手は、見落としがないか、車内の先頭から最後尾まで歩き、座

席下や物かげなども含め一列ずつ車内全体を見回り、確認している。 

⇒□ その日の確認業務を補助する職員も同様に確認している。 

□ 運転手は、バスの置き去り防止を支援する安全装置が動作している

ことを確認している。 

□ 車内清掃・点検等を行う者は、見落としがないか最終確認している。 

 

※  送迎用バス内におけるこどもの席を指定しておくことは、所在
確認をしやすくし、見落としを防止する効果が期待されます。 


